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第１章 計画策定の趣旨 
 

１ 計画策定の背景と趣旨  

 

我が国の急速な少子高齢化の進行や社会構造の変化に対応し、介護を必要とする高齢者を地域

全体で支える新たな仕組みとして平成12年（2000年）４月に介護保険制度がスタートしました。 

 

介護保険制度は、従来までの高齢者介護のあり方に大きな変革をもたらすものとして期待され、

制度導入後、介護サービスの利用は確実に普及・拡大してきましたが、その一方では、要支援・

要介護１の認定を受ける比較的軽度の認定者数が急増し、その給付費の延びが制度施行後５年間

で制度の持続可能な運営が危ぶまれる状況が指摘され始めました。 

また、今後７年以内に団塊の世代が高齢者の仲間入りをします。この団塊の世代をはじめとし

た高齢者の介護予防を視野に置いた事業の確保が課題と考えられます。 

 

国では、平成27年（2015年）の長期展望に立って、介護保険制度の持続可能性を高めるととも

に、明るく活力ある超高齢社会を築くことをめざしており、その一環として平成17年（2005年）

６月に、介護保険法の改正が行われました。改正では、制度全体を「予防重視型システム」へと

転換していくことが大きな柱とされ、「地域支援事業」や「新予防給付」などの新たな仕組みが

導入されたことから、従来の老人福祉事業や老人保健事業、介護保険事業といった事業の枠組み

の延長線上での議論ではなく、「介護予防」の観点からこれらの一体的、有機的な施策連携を図

っていくことが強く求められています。 

こうした背景から、第３期の計画の目標値を踏まえ、平成27年（2015年）の高齢者介護のある

べき姿を描きながら、今後の介護予防事業や介護保険事業のさらなる充実に向けた方針を定めて

いくことが必要です。 

 

この計画は、第３期の小美玉市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の内容やこれらに基づ

く取り組み実績を踏まえながらも、高齢者のライフスタイルや価値観など、高齢者を取り巻く環

境の変化や制度改正に伴う新たな施策課題を明らかにし、本市として平成27年度までの長期展望、

総合的な施策展開の方向を見据えた計画として「小美玉市高齢者福祉計画・第４期介護保険事業

計画」を策定します。 
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２ 計画の性格等  

 

（１） 計画の性格 

① 高齢者福祉計画は、老人福祉法第20条の８の規定に基づき、市町村に作成が義務づけら

れた計画で、地域における福祉サービスや高齢者に関する施策全般を策定するものです。 

② 介護保険事業計画は、介護保険法第 117条の規定に基づき、市町村に作成が義務づけら

れた計画で、高齢社会に対応した施策に関する目標、介護サービス基盤の整備及び第１号

被保険者の保険料の基礎となる計画で、３年を１期として策定するものです。 

③ 今般の医療構造改革により、平成20年４月から、老人保健法が改正され市町村老人保健

計画の規定はなくなりました。 

このことに伴い、第４期小美玉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画については、高齢

者福祉計画と介護保険事業計画を一体のものとして作成します。介護保険事業計画におい

て介護予防の見込み量等を定めるにあたっては、小美玉市総合計画、医療法の規定による

医療計画、健康増進法の規定による健康増進計画、茨城県医療費適正化計画、県地域ケア

整備構想等との調和が保たれたものとします。 

 

 

３ 計画の期間 

 

この計画の期間は、平成21年度から平成23年度の３年間とし、各年度において点検・評価を

行います。７年以内に団塊の世代が高年期（65歳以上）に達するため、大幅に高齢者が増加し、

高齢者の比率が極めて高い超高齢者社会が継続することになります。そのため、７年後の高齢

者介護の姿を念頭において、制度の持続可能性の確保、明るく活力ある高齢社会の構築等をめ

ざした平成26年度の目標を設定します。 

 

■計画の期間 

 
 

 

 

 

 

 

平成
18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

第３期 第４期 第５期

小美玉市
高齢者保健福祉計画
第３期介護保険事業計画

小美玉市
高齢者福祉計画
第４期介護保険事業計画

小美玉市
高齢者福祉計画
第５期介護保険事業計画
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４ 計画の策定体制  

 

（１） 策定委員会の設置 

「小美玉市高齢者福祉計画・第４期介護保険事業計画」の策定は、利用者の実態に応じた

計画を策定するために、被保険者の代表、市民団体等の代表、高齢者の保健・医療及び福祉

関連の実務経験者など各層の関係者の参画による「小美玉市高齢者福祉計画及び介護保険事

業計画策定委員会」によって、審議・検討を行いました。 

 

（２） 行政内部の連携体制 

介護保険事業計画の策定にあたっては、介護福祉課を中心に、庁内関係課の各担当部門と

の連携を図り、計画策定委員会との連携・調整を行いました。 

 

（３） アンケート調査の実施 

本計画の策定にあたり、高齢者の現状や意向などを把握するために、アンケート調査を行

い、広く意見等を聴取し、計画づくりに反映させています。




